
 

１２月に学校評価アンケートを実施しました。ご協力，ありがとうございました。皆様からいただ

いたご意見をもとに分析を加えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校評価アンケート 結果＞ 

 ※後期アンケートの回収率は，９１．８％でした。ご協力いただきありがとうございました。 

＜保護者アンケートより＞・・・前回同様アンケート結果からは，保護者の皆様に概ね学校の取組にご理解をいただいていると感じます。子どもたちの学習に関する設問については，「学習の内容の理解」「ノートやプリントへの記

述」「家庭への伝達」「課題の提出」において，肯定的な回答が８割を超え，概ね良好と感じています。前回も取り上げた本校の課題の一つである「子どもたちの丁寧な言葉づかい」については，否定的な回答が前回と同程度（３

0．3％）でした。若干減少しているので，引き続き，言葉づかいの指導を続けていきます。また，子どもたちの「読書習慣」については，まだまだ課題が残る結果となりました。引き続き，読書活動充実のために，学校で適切に読書指

導をするとともに，各ご家庭でも，読書活動の充実を図っていただければと考えています。 

＜児童アンケートより＞・・・アンケート結果から，ほとんどの項目で，肯定的な意見が８割を超え，コロナ禍で多くの制限がかかる中，子どもたちが前向きにさまざまな活動に取り組んでいる様子が伺えます。「授業中の発表」につ

いては，７割弱と，やや低い結果でした。これからも授業改善に取り組み，自分の思いをしっかりと発表できる子どもたちを育てていきたいです。また，「家で，ゲームやタブレット・テレビなどをみる時のきまりをつくり，守っている。」とい

う項目では，児童と保護者ともに肯定的な意見が７割弱となっています。「現状の把握」をきちんとしたうえで，「明確なルール」を作り，もう一度メディアとの適切な付き合い方について，ご家庭でお話しいただければと思います。 

＜新型コロナウイルス感染予防に係る取組について＞ 

※先行き不透明な現状の中，全てのご意見に解決策を見いだせないところもありますが，いただいた複数のご意見をまとめたうえで，要点を絞り，学校としての考えをお示しさせていただきました。 
 

前回同様，「マスクの着用について」は，ご自宅から学校までの距離や，登下校時間帯の通学路の日向・日陰の状況等により，各ご家庭の判断で，登下校中はマスクを外してもよいと子どもたちにお伝えいただけ

ればと思います。マスクを外す場合は，会話をできる限り控えることや友達と十分に距離をとること等について，学校でも子どもたちに指導しますが，ご家庭でもご指導いただきますようお願いいたします。 
 

新型コロナウイルスへの感染が判明した場合に，保護者の皆様にお伝えさせていただく情報が限られていることについては，大変申し訳ありません。ただ，噂話も含めた感染者への誹謗・中傷・偏見につながる内 

容が SNS 等でも発信されている望ましくない現状もあり，感染者の特定につながる情報をお伝えすることについては控えさせていただいています。子どもの人権を守ることを最優先に進めてまいりますので，ご理解

賜りますようお願いいたします。 

保護者，地域の皆様，また教職員で結果を共有し，今後の学校運営に生かし

ていきたいと考えております。 


